
 

 

 

 

 
                                                 

 

震災に関する消費生活相談 急増！ 

「被害を取り戻す」等の金融商品トラブル多発！ 

 平成 2２年度 消費生活相談概要がまとまりました   

 当センターは、市民のみなさんの安全で快適な暮らしを実現するための拠点施設として、消費生活

相談・消費生活情報の提供などを行っています。 

 平成２２年度の消費生活相談概要がまとまりましたので、お知らせします。 

相談総件数は２３,７４３件で、前年度より１，２３０件（５.５％）増加となりました。商品・

役務別件数では、第１位「デジタルコンテンツ」、第２位「不動産貸借」、第３位「フリーローン・

サラ金」という結果となりました。（表１、表４参照） 

 年代別件数では、６０歳以上の高齢者層において、２０％を超える急激な増加率となりました。

（表３参照）要因として、高齢者をターゲットにした金融商品（未公開株・社債など）に関する

相談が、急増したことが挙げられます。 

 

 

■「商品がない」「キャンセル料」の相談 相次ぐ ～震災関連相談～ 

３月１１日に東日本大震災が発生、３月末日までの震災関連の相談は、２７５件寄せられました。

（表７参照）震災発生直後は、日常生活に不可欠な「電気」「ミネラルウォーター」「米」「ガソリン」な 

どの不足による相談や、「海外パックツアー」の契約のキャンセルをめぐる相談も相次いで寄せられま

した。 

 ※震災から月日の経過とともに相談件数は減少しています。４～５月は主に、工事資材の調達がで

きないことに伴う相談や、地震でひびが入った賃貸住宅の退去や修理をめぐる相談や「放射能」

に関する相談が寄せられています。 

 

■「被害を取り戻す」「高値で買い取る」高齢者を狙う金融商品二次被害多発！ 

過去に未公開株や社債を購入して被害を受けた高齢者を狙い、「被害を取り戻す」「高値で買い取る」

など言葉巧みに勧誘し、新たな契約をあおる「二次被害」の相談が、前年度の約３倍に急増しました。

（平成２２年度：１３４件、平成２１年度：４９件）（表６参照） 

金融商品に関する相談は、６０歳代以上に集中しています。（６０歳代の第５位「株」、７０歳以上

の第２位「株」および第４位「公社債」）（表５参照） 

 

■アダルトサイト・出会い系サイト等の相談が第１位 前年度より４４１件増加  

「料金請求の画面がしつこく出現！消えない」 相談件数は前年度の８倍超！ 

 「無料のアダルトサイトをクリックしたら、会員登録され高額請求を受けた。請求画面が消えずパ

ソコンを立ち上げるたびに出現する。どうしたらよいか」に代表される「デジタルコンテンツ」（３，

９０３件）の相談が第１位となりました。特に、「料金請求の画面が消えない」という相談については、

６４８件（平成２１年度７８件）にも及び、件数は前年度の８倍以上に達しました。 

 

お問い合わせ先 

  横浜市消費生活総合センター  所 長   小守 英治     Tel   045 – 845 - 5708     

 平成  2 3 年  6 月 3 0 日 
横浜市消費生活総合センター 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

 



●相談受付件数 （表１）
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●相談の上位１０  商品・役務別件数　（表４）
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●金融商品（株・公社債）の相談件数　（表６）
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●震災に関する相談件数　（３月１１日～３１日受付）　（表７）

※４月以降、震災に関する相談の状況（平成２３年４～５月受付分）

ネットでミネラルウォーターを注文し代金を振込み後、業者と連絡がつかなくなった

どこへ行っても売り切れ状態で困っている

震災後、ツアーのキャンセルを申し出たら約款通りキャンセル料を請求された

スーパーで買ったお米は福島産だった。放射能が心配、交換できないか

「地震で瓦が落ちているので修理が必要」と言って業者が来訪。不審だ

そ　　　　の　　　　他 181
被災者向け老人ホームを探しているという業者から、老人ホームのパンフレットが届いた
ら高額で買い取ると連絡があった。不審だ
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地震で壁にひびが発生、賃貸住宅を退去したい。修理代を負担させられるのか

ネット通販で飲料水を注文したが、納期が遅いのでやめたい。解約を申し出たら断られた

通販で放射線測定器を購入したが、使い勝手が悪いので返品したいが業者と連絡が取れない
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【代表的な相談事例】                           [参考] 

●「デジタルコンテンツ」の事例 

 
●「工事・建築」の事例 

 
●「株」の事例 

 
●「社債」の事例 

＜事例①＞ 

 パソコンの無料サイト をクリックしたら、いきなり「 会員登録しました。２日以内に振り込めば割引す

る」 と画面に表示され、７万円も請求された。パソコンを立ち上げるたびに請求画面が自動的に出現する

ので困っている。 消去する方法を教えてほしい。（ ２ ０歳代 女性）  

 

＜事例②＞ 

ＳＮＳサイトに登録後、芸能人のマネージャーから「有名芸能人がうつ病にかかっているので、相談に

乗ってほしい」とメールがあり、有料ポイントサイトに誘われた。相手がポイント料金を負担するという

のでメールのやりとりを始めた。お礼とポイント代を渡す約束をするためといってメールを強要され、高

額なポイント料金をクレジットカードで支払った。だまされたことがわかったので、クレジットカードで

支払ったポイント料金５３５，０００円を返金してほしい。（３０歳代 女性） 

＜事例①＞ 

 訪問販売でソーラーを設置しないかと勧誘された。「太陽光発電にすると、７～８年で元が取れる。 

工事代金は１８５万円」と口頭で説明されて申し込んだ。数日後、担当者が工事見積書を持ってきたが、 

工事代金が大幅にアップし２９０万円になっていた。１００万円以上も見積り金額が高くなることは事 

前に知らされていない。不審に思い、最寄りのガス会社に聞いてみると、太陽光発電の減価償却は１０年 

かかると言われた。説明された内容と違うので、解約したい。（７０歳代 男性） 

 

＜事例②＞ 

 高齢の両親宅に、東日本大震災発生の翌日に業者が訪れ「 地震で瓦が落ちているので雨もりがする。す

ぐに修理をした方がよい」と屋根工事の勧誘を受けた。両親は契約をして、１週間後に工事をするようだ。

代金はまだ支払っていない。地震直後というタイミ ングで強引な説明をする業者を不審に思う。解約した

い。（ 相談者 ５ ０歳代男性、 契約者 ８ ０歳代男性）  

＜事例＞ 

 ５～６年前、電話勧誘で未公開株を約５００万円で購入した。しかしその後、この販売会社と連絡がつ 

かなくなり、騙されたと思いあきらめていた。ところが２～３か月前より、複数の業者から１日１０件く 

らい被害者の救済目的という内容の電話がかかってくる。被害金額を取り戻すというものや、金融庁か 

ら依頼されて調査しているという電話もある。すべて断っているが、信用できるか。（６０歳代 女性） 

 

＜事例＞ 

 数年前に破産した証券会社の被害にあったことがある。 昨年から、「 以前被害にあったお金を取り戻し

ませんか」 という電話が何百件もかかってく るようになり、断っていた。つい最近、Ａ社の女性から電話

があり、「 以前あなたが被害にあった会社が警察に摘発され、 名簿にあなたの名前が載っている。 Ｂ社の

証券のようなもの１枚５万円を１ ０枚買えば、お金を必ず取り戻してあげる。名簿の名前も消してあげる」 

と言われた。誰かに相談したいと言ったら「 少なく なると購入価格も高く なるので、買うなら早いほうが

よい」 と１時間説得され、申し込んでしまった。今日の午後、Ｂ社の人が家に来て、代金の支払いと証券

のようなものを受け取る約束をしている。まだ、書面等は何も受け取っていない。だまされているのだろ

うか。（ ８ ０歳代 女性）  
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